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1. はじめに 

構造物の基礎調査ボーリングにおいて、岩盤が確認

された場合、中～大規模な構造物の支持地盤としての

評価は、各種原位置試験、岩石試験を実施し、定数等

の設定を行うことが望ましいが、予算等の面からすべ

て設計書に組み込まれることは稀である。ましてや小

規模構造物基礎調査では、全く試験項目を計上しない

ことが多々ある。 

その場合、N値(換算Ｎ値)や岩級区分を用いて強度定

数を設定することが一般的である。しかし岩級区分だ

けでは設定範囲は広く、設定に困惑することが多い。 

 本報文では、文献資料を提示し、各資料から求まる

軟岩の強度定数の比較を試みた。 

 岩盤物性が亀裂に支配されない軟らかい岩盤は、標

準貫入試験のＮ値あるいは換算Ｎ値が地盤の物性値と

強い相関があることが明らかにされ、日本道路公団で

はＮ値（換算Ｎ値）と強度定数値の関係を示す表－1
を提示し、設計用強度定数を推定しても良いとしてい

る。現在、一般的に多く使用されていることは言うま

でもない。 
 ただ、他の文献を調べているうちに図－1 が目にと

まり、概略検討のための設計値としては十分実用的な

価値をもつ方法と記されていたことから早速使用し、

強度定数を求めたところ、両者による定数は部分的に

大きな開きがあることがわかった。 
表－1 換算Ｎ値による場合の測定例 1） 

図－1 換算Ｎ値と強度定数Ｃ，φの関係 2） 

2. 強度定数の比較 

 図-1、表-1 のＮ値(換算Ｎ値)から求まる強度定数を

比較したのが表－2 である。砂岩等について図-1 から

求まる定数は表－1 に対して粘着力は全体的に高いも

のの、せん断抵抗角はかなり低い値となり、10～6°の

開きがある。 

 安山岩については、粘着力はほぼ同数値と考えられ

また、せん断抵抗角も 5～2°とやや開きは狭まって 

いる。 

 泥岩、凝灰岩等については、かなり大きな開きがあ

り、せん断抵抗角は全体的に高い値を示すのに対し、

粘着力は逆にかなり低い値を示している。 

このように図－1、表－1 から求まる強度定数は、か

なりのバラツキをもっていることが判る。 

 

表－2 図表より求まる各定数値 

 

 表－3 は参考文献に示される物理定数の範囲であり

これは各等級区分が取り得る物性値のおおよその範囲

が示されている。岩種別ではないので、それぞれの定

数はかなり広い範囲で設定されているのが判る。一般

に岩級区分のみで示される各物理定数はこのようなケ

ースが多いようである。 

 その中で、風化花崗岩については表－4 に示される 

ように比較的詳細に岩級区分され、定数が設定されて

いる。 

 

3. 考察およびまとめ 

 硬岩と土砂の中間に位置する軟岩の評価は難しい。

よって強度定数の設定も慎重をきたす。その中でＮ値

（換算Ｎ値）から求める方法は、定まった数値が得 

られ、技術者にとって非常に容易な方法である。 
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もちろん、採用するＮ値の評価を十分検討した上での 

設定である。 
しかし、使用する換算式によって強度定数に大きな

誤差が生じる可能性がある。構造物規模等によりその

誤差は許容範囲であるかもしれないが、経済比較を問

われる今、その誤差は大きな問題となってくる。 
その解決方法としては、換算式単独の使用ではなく

岩級区分評価との比較が必要となると思われる。ただ

岩級区分による定数の範囲は広いため、単純に比較す

るだけでは設定に困惑をきたす恐れがある。 
 そのためにはやはり各種試験・計測データの蓄積が

必要と考える。岩盤状況と対比させたデータを蓄積す

ることで、かなり的を絞った強度定数の設定が可能と

判断される。試験、計測は予算等の面からすべて組み

込まれることは少ないが、その中でボーリング孔を利

用し孔内水平載荷試験より求める変形係数は軟岩との

相関が高いと認められ、分類法として工学的に有効と

されている。 

 

調査ボーリングデータやさく井工事データを集約し

まとめることは県単位で実施されているところは多い

と思われるが、原位置試験や岩石試験データをまとめ

ることは少ないと考える。 

 今後はまず社内資料を整理し、県内の岩盤の試験・

計測データの蓄積を行い強度定数の設定或いは岩盤評

価への基礎資料を作成したいと考えている。 
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引 き 抜 き

接線弾性 試験による

係　　数 せん断強度

(kN/m2) (kN/m2)

A～B 5,000以上 8,000以上 4,000以上 55～65 3.7以上 36以上 5,000以上 10,000以上

5,000～ 8,000～ 4,000～ 15,000

2,000 4,000 2,000 ～6,000

4,000～ 2,000～

1,500 1,000

CL 1,000～500

D 500以下

2,000以上

CH 40～55 3.7～3 36～27
6,000～
1,500

CM 2,000～500 30～45 3～1.5 27～15 2,000～300
6,000～
1,000

2,000～1,000

500以下 1,500以下 1,000以下 15～38 1.5以下 15以下 600以下 1,500以下
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